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【技術の概要】 

本技術は、柱に冷間成形角形鋼管、梁に H 形断

面部材を用いた鉄骨骨組の柱梁接合部に厚板の溶

接組立箱形断面材を用いるものであり、ダイアフラ

ムが不要で梁フランジ段差のある柱梁接合部にも

容易に対応できることを特徴としている。 
 

【改定の内容】 

新規：GBRC 性能証明 第20-23号（2023年10月24日） 

改定1：GBRC 性能証明 第20-23号 改1（2025年6月2日） 

・高性能鋼の使用条件を明記 

・四面ボックスの使用鋼材に B 種を追加し、使用

制限を柱と同等以上の基準強度を有する鋼材

に修正 

・使用部位にトッププレート、落とし込みプレー

トを追加 

・梁フランジの上端または下端から四面ボックス

端部までの長さ（以下、“四面ボックスの余長”

と称す）に関する構造規定の修正 

・使用制限（柱幅、梁せい、梁の偏心率）の緩和 

・柱および梁軸力の制限、傾斜梁に対する使用制

限を追加 

 
【技術開発の趣旨】 

本技術は、梁端に作用する応力を、溶接組立箱形

断面材の板要素の面外曲げ抵抗で柱に伝達するも

ので、柱梁接合部を保有耐力接合かつ剛接合として

扱うことができる。接合部耐力の算定には、申込者

独自の設計式が用いられており、その妥当性は実験

および解析により確認されている。 
 

【性能証明の内容】 

本技術についての性能証明の内容は、以下の通り

である。 

申込者が提案する「大和式ノンダイアフラム柱梁

接合工法 設計施工指針」に従って設計・施工され

た鉄骨造柱梁接合部は、以下の性能を有する。 

（1）柱梁接合部は、保有耐力接合かつ剛接合として

扱うことができる。 

（2）梁端の降伏耐力および全塑性耐力は、H形鋼梁

の全断面を考慮して扱うことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本技術の問合せ先】 
大和ハウス工業株式会社 総合技術研究所 担当者：吉田 文久  E-mail：fumihisa@daiwahouse.jp 

〒631-0801 奈良県奈良市左京六丁目６－２    TEL：080-9931-3736 

 

四面ボックス 

 

図— 1 概要図 

 

 

 

(a)工場溶接の場合 (b)現場溶接の場合 

 

図-2 接合部構成 


